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　　　　　　照 和 50 年以 降に 澄 け る 日本経済の い わ ゆる高成長は 、 わ が 国の 産業 と社会に急激な構造的変

　
・
　　　 化を もた らし、 現在もそ の 過程は進行 中で ある。 ．とりわけ新工業地帯の建設に よ つ て、 地方中小

　 N 」

　　　　　都黻 い し鬪 齢 砿 鯛 にわ たつ て ・
　

’
現 在ひ齢 梺 れ つ つ ある変化 の 翻 は ・ それ が各 々

　　　　　 の地域O ．従来の 経済 ・ 社会構造を、 全面的 かつ 根本的に解体 。再編成させ る もの と して重要 で あ

lx　　　　る。 こ の ような急速 な 工業化によ る地域構造め変動過程のなかで
、 最も急連な対策の樹立が望ま

　
、掴・、

　　
’

　　れ なが ら、 ．それ が 遅れ て い る分野は教 育で あろ う6 そ こでわ れ わ れは特に教育の側面か ら、 そ こ

　　　　　、，に どの よ うな教育上 の 問題が ひきお こ されっ つ

’
あ る か

、 そ の 対策が い かに立 て ちれ て い るか を明

　　　　　 らか にす る と共 に ． 更に今後 の 教育計 画の ある べ き姿につ い て も、 若干 の 考察を加えて みた 。

　　　　　　 そ の た め に 工業化 に よ る構造変化 をつ ぎの 三 つ の側面で とらえる こ と とし、 そ の お の お の につ

　　　　　 い て 分析を試み る ことにする
。 ．．，　　　　 ノ　　　

』
　　　

．’．　
』
　　 ・　 ・』・

　　　　　　（1） 地域社会構造の 変動 と地域教育の 課題
一 特に就業 儀 雇用構 造 を中心に　　．．、　 ，

　　 ．　　　 （2） 中小 企業の 構造変化 と勤労青 少年 教育　　　　　　　　　．　
層
・　　　　　 ． 一

　　　　　　 （3） 農業構造の変動 と農村 ・ 農民教育　　　　　．　　　　　 ．　　 ．　　
・

　　　　　 t．地域社会構造の変動と地域教育の課題 一 特に就業 。 雇用構造を中心に

　　　　　　近年に k・け る日本経済の 高成長が、 設備投資を軸として展開されて い るもの で あ る こ とは、 昭

　　　　　和 56 年度 の 経済白書が認め て い る こ とである 。 白書は更に ピ こ の ζとh，：労働 力の 不足 や 、 消費

　　　　　者物価 の 値上 りを生ん で い る こ とを、 か な り卒恵に み とやて い るけれ ども
き

こ れ と同時且 つ 並行

　　　　　的 ze｝・就業構造 の 近代 化が進 券 中 t大 企業で の 雇用が 拡大されで却り・、 一そ の結果．1模別の 賃金

　　　　　 格差もしだい に縮少され て 、 結局に お い て 、 わ が国経済の 二 重構造が解消され為と．leう見 と於 し

　　　　　に立っ て い る こ とが注 目される。

1 ）しかしなが らこの 見解は検討 を要する多くの 問題を含ん で い ．

　　　　　 るとい わ なげれ ば な・らない 。　 ．
』
　　　

』
　 、

　　　　　　労 働 白書に も示され て い る
』
よ
、うに 、 縫林業就業者 の 減少脚 召和 52 年か ら3 』5年にかけて は “

』

　　　　
’

年平均 52 万 入 に及び 、 この うち家族従業 者 の 減少圦 、41 万人を占め る ことは 3＞ た しかに就

　　　　　 業構造近代化の 一
面を示す もの といえよ う。

・しか しな が ら 近代的雇 用 分野 で 拡大 された の は 、

．　　　　 暫規の学 卒考へ の需要 で あつ て 、 農林業や 商工業な どの 零細 企業に 、 塚 族労働力．e しflとどまる

　　　　　もの 槭 rた の も・ そ の た め で あ婦 舗 多 く・ そ こ 瞰 前近代的部門か攣 代岬 尸『へ の 労働 ・

　　　　　 力移動が ℃ 顕署 に見 られるわけではない こ とに注意 しなけれ ばな らな ％ そ して 中 ・ 大 企業 で の

　　　　　 雇用はた しか に増大 したけれ ども、 求め．られ て い る の は 新規学卒の 若年労働力か 、 又は高度 な技

　　　　　 術をもつ 熟綽労働者 であつ て 、 中年以上 の 不熟練労働力は依然 として 就職の道を とざされたまま

　　　　　飾 る ・
・こ の め な鯛 弊 者や 攤 肛 へ 嘛 麟 麗 ・ 企業全般 にわ た つての傾向で 詩 に中

　　　　　小企業で は こ の種の 労働 力に対する深刻な求人難が
一般花してい る反面 、 特殊の技能を持た ない
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労働 力 や 、 農林業部門 の 家族労働力 、 な い し中年 の 不熟練労働力に対す る霈要は ・ どの 企業分野

にも見 られ ない 。 なお ま た 、 多 くの 企業 は 、 地方に 工場 を新設 して も h そ の 労働力を 周辺 の地域

か らば求めない 場合が 南り、 、殊にそ の 管理 要員には、 ．地方で の採用者 を充用 しな い こ とを建前 と　　　　　．

する場合が 多い 。 こ の よ うにして 、
新 工業地帯の 造成に よ る 、 全国的 寡工業化 の い きお いに もか

かわ らず 、 わが国の 地域社 会の雇用構造は、 端的に表現すれば 、 「労働力の 過剰の なか の 不足 」

とい う現象を呈 して い るもの と見なければな らな い の で ある ・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　こ の よ うな状況の なか にあ つ て s 地域教育の課題を考 えてみ るとき、 それ は少 くとも二 つ にわ

げて 考察する ことカ1できよ う・ そめtつ は轍 若鮒 働力雄 織 る嫐 蒲 の 問題 毎 鉱 他

は過 剰をか こっ 中年労働者 の 職業教 育 の 問題で ある 。

　まず学校教 育 の 場合 にρい てみ る こ ととする 。 最近の 新規学卒者の就職状況 を、 企業規模別に

みれば、 表 7 に示す ように、 最近の わずか 3 ケ 年の間に もそ の 状況が大 き く変つ て きて い る。 即

ち、
1
『
00 人 以上あ大規模企業の 学卒就業者 は 、 こ の 間 に 、 約 25 万か ら 55 万 に ふえ 、 ま た金

属機械産業 でも 16 万 か ら 24 万 にふえ て い る 6 づ ま り学卒者の 就業分野は、 金属機械産業を中

心 とする大 ・ 中企業に集中 して きて い る の で あ る 。

　こ の 傾向は 、 社会的分業 の 高度化 に ともな う、 学卒者 の 大企業分野 へ の 進 出を示す もの で ある

とともに
、 また技術革新に よ つ て i これ ま で 工場管理 や 技術教育の 牙野で ・ い わゆ る親万労働者

の果た して きた 役割圦 そ れ ぞ れ の専門的労働者によつ て 担当される よ うに なつ て きた こと・ 及

びこ れ に 対応す る技術そ．の もの の高度化がs 学卒者 の雇用を増大昏せ た もの で あるこ とを物語 つ

てい る。 しか しなが ら、 こ の ような技術の 高度化を背景 としセ進出した新規学卒労働力 は、従来 ．

の よ うに 、 現場 です ぐに役立 つ とい う実 用主義的な教 育に よつ て で はな （i 高度化 した テ ク ノ ロ　　　
・

ジ
ー

の 世 界に 、 十分に対応できる よ うな技術的知識に加えて 、 経営組織や 社会 。 経済に対する理

解を可能にする 、 基礎的な教育を内容とする
一

般教 育に よつ て 、 裏付け られ て い な けれ ば な らな

い セあ ろ

』
う。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　更 にまた雇用構造の 高学歴化 に伴い 、 高校進学者 の急増に 対処する方策が 考 えられ なげれば な

らない 段階 に 来 て い る。 殊に い わゆ る 「所得倍増 」の 期間 内に 、 工業高校 程度の 技術者は約 44

万人 の 不足が見込まれ るとい われ
、

こ の 線に添つ て
、 学校制 度 や 教育内容の再編成 、

・
な い し教 員

の 養成や再 教育が強 く要望され て い る 。 ．との よ うに して従来か らめ教育問 題 ；ま、 最近特 に高等学

校教育 に集約きれ て きた と見る こ とが できる 。 そして これは全国的な性格を
’
もつ もの で ある と共

に も地域的 な性格をも多分にそ なえて い る 問題で あ る の で あ る
。

　つ ぎに中高年 令層を技 能化する ため の 職業教 育6問題で ある 。 中高年令の離職者は 、 産業構造

の変革や 技術革新の 進展な どに
1
よつ て 、 地 域的に

一・
時 に集中 して 発生する場合 （例 えば 炭鉱離職

者や駐留軍解職者） と、 特に今後広い 地 域にわた つ て の 発生 が見込 ま れ る 、 オー次産業を主 とす

る
、 職業希望者 の 場合 とが考冬られ る ・ と こ ろ で この 分 野は ・ ｛Eの 緊要性 にもかか わ らず ・ 拿国

由に 甚 し く遅れ が 目立うて偽 る。

’
現在わが国 の職業訓練は、 公共職業訓縡と事業所内職業訓練 と
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丶 、．
＼
1

に
咋

別され る・ この う
．
ち糠 公嫌 業訓繍 （つ い・ みる と・ これは餓 論 よ

岬騨騨 をガ

象として 行わ れ るもの で
、

一
般職業訓練 の ほか 、 失対者 、 引揚者に対 す る．もの 、 身体障害者に対

　 　
’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヒ

す る も鱗 どが 郷 しか し賭 鵜 融 沖 学の 繖 輳 都 大紛   犒 幹 層飃 めて 　
＼

少な い 。 そ の 上訓練所の 数 ・（昭和 54 年 4 月現在 504 ケ 所）が 不足し、

』
敷地 は狭 く健物 、 設備

も貧弱である 。 殊に 機械設備 の 陳腐化 は 、 訓練修了者が就嘩後そ の 企業内の 設 備 に 即 応で きな い
．

讌疆 難灘 鑑欝 野
こ 嬾 で

騨 の 点

爆
．

脚
2． 中小 企業の構造変化 と勤労青少年教育　　　　　、　　

’
　 』

』
　　 ．t

　い わゆ う高成長1ま、 特に 中小企業 に対して どの よ うな 構造的変化をもた らしたf
“
あろ s

’
”b

’
先

ず聯 され る ことは
ゾ

旅
麹

て 獣 企業の経解 ま 骨 移 解 さ級 騨 q こn が騨

する中小企業を系列化する ととに よ つ て 、 そ れ へ め支配 を強 め ようとす る 傾 向で あ る e

’
、　　　　　　

『

ζの髄 雌 燉 械工業部門 （特に自動車、．電気器具 工作機械なと）締 い て 聯 解見 られ

る 。 事実 こ の部 門で は 中小企業の生 産拡大 な い し発展 が 急速に な さ れ て い る6 即 ちr 方に お け る
』

大企業 の発展が、

・
部 品 メーカ・一や外注 加工 工場へ の 依存度を s一急激に 上昇させ つ つ ある こ とは  ．

表2 に 示す 41うに、 新工場 と外注加工工場 との延労働時間数の 増加率の対比に もあ らipれ て い る。

そ
’
して 特に 憩速 な成長を示 して い る の は 、 上 層の 中企業 で あ

．
る が 、 こ の こ とは決 して 巨大企業に

よる 中小企業の 相対的 な弱体化 を示す もの ではな く、 む しろ逆kそれが中不企業へ の支
．
醜力を拡

』

大 し｛い る もの で ある ことに注意 しなければ な らない
。
・つ ま b、 ．系列 下 にある中小企業 がい か に

大き，ぐ成長 して も、 そ れは あ くま で も下 請ない し従属企業 として の 発展で あつ て 、 巨大親企業へ

の奉仕関係は本質的にはす こ しも変 らな い の である。　　　　　　　　　　　　　　，

　つ ぎに洗意すべ き事実 は ヤ ．社会的分業の 進展に ともな つ て 、

昌
或 る特殊 な製 品や技術をもつ て v

独 自の 分野 に 進出じて きた 中小企 業の成長とい う事実 で あ る 。
・こ れ らめなが には 、／中企業の ワ 1

を・ え て澱 獄 蝶 啝 興 はい るもの も多く形 ・兌独 て き・神 に 藤 実は瀕 齢 拳市

場 で 活況を呈 して い る、 い わ ゆ る店頭 公 開企業 の 発展 に あ らわ れ て い る とい え よ

’
う。

4’

）
’
　．

ff

　 こ の よ うな特殊な 企業 の 高成長 を う左が した条件は 、 そ れ がま すま す巨大化する 従前 の 大企業

の 閨連部 門に属 して い るため だけで な く、 特 殊な製品 分野をもつ か 、 または 消費構造 の 変化に適
．

合した新製品 分野を占めて い る こ とに よる 唱の で あ る 。 しか しな が ら、 この よ ラな形あ中 ・大企

業の 成畏転 従前か 6の巨大企業の支配力を相対的に 弱めた こ とに幃魚 らず 、

．
む しろ巨大企業 へ 、

の資本集中 の 条件を なす もの で あつ て 、 それは巨大企業の 系列下 に従属す る もの で は な1・” けれ ど ．

転 ・
株式取得な どの 資本 投下を通 じて支配 が行わ れ るも の で あ る65 ）

屑 に あげ る べ き轢 は ・ 齪 鱒
会 の 増力Pや嬲 力不足 の ゆ 極髄 聯

錬 蹄 し畝

．
解償、の 家族労働力 に よつ て 存立 して い た零細 自営業が 没落 した 事とs 巨 大企挙喚）製品 の 迂回生産

叉は原料 加工的末端 の 小資本 に よる 新部門で の 、 零細 1 小企業め新生 な い し増 加 の 傾 向である。

’．

即ち前者の場合は1食料品等の 消費財関係の業腫 に お ける ， 零細企業の減少傾 向 に あ うわ れ て 輸
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b， 後者の 場合は 、 金属機械製品やブ ラ ス チ ツ ク 加工 関係の業種における新企業の 成立 に 見 られ

る1・）　 ・　 、　　　　　
・

　こ の よ うに して 、 ，全 体 として は高成 長 の経済構造の な か で ・ 中小企業の資本 とし七の 性格は ・

　 　 1

た しか に強化され た と見て よい で あろ う。 しか しこ の よ うな
一

般的 情勢の なか に あつ て もs 中小

企業が 大企業 と比較して s 格段に低 い 賃金水準を基 礎と して 大企業 に対抗 しs ま た この 低賃金に

よる労働を基礎と して 、 巨大企業に利潤 と蓄積 の 源泉 を提供する役割を果 た して い る ことは、 現

在も決 して 変つ て はい な い の である 。 そ して こ の こ とを通 じて 、 巨大企業の 中小 企業に対す る支

配範囲が 拡大す る と共に 、 そ の 支配力 も全 体として 強ま つ て きて い る とい えよ う。 高成長下にあ

る現在の 中小 企業は 、

』
こ の よ うな産業 構成の 高度化 の 進展す る な か で

、 新 らしい 生産力 の水準と

社会的 分業 の深化に適応 しなが ら、 そ の 部門内部で 階層分化を お こ し 、 そ の格差を増大 して い る

の で ある。

　 この ように して 高成長に よる産業構造 の変化 の なか に あ つ て
、

一方に 巨大企業 へ の従属体制 を

強やなが ら・ 内部的 に両極分解の 過程を経 つ つ あう・ わが国の 中小企業に従事する 勤労煮の教育

は1ど うあ る べ きで あろ うか 。 問題は少な くとも二 つ の 側面に お い て とらえ られる で あろ う。 即

ちそめ
一

は i 今後中小企業に 従事 し よ うとする 青少年に対する 学校外教育 の 問題であ圦 そ の二

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

ほ、 変動過程に ある中小企業の 内部に 澄 げる 、 従業員再教育 の 問題で ある 。

　先ず義務教 育を終えた 青少年に 対する 成人 教育 の 問題 に つ い て み る 。 周知 の よ うに 成人教育は

学習者 自身の 学習 へ の 要 求 によつ て 成立す る点に お い て
、

学校教育 とは異 なる もの で あ る が 、 こ

の うちで 特に中小企業従業者の供給源とな つ て い るの は 、
い わ ゆ る 各種学校で あろ う。 各種学校

は 、 特 に戦後大 きな発展 をとげた制度で あつ て 、 文部省 の 認可を うけたもの だけで 約 8，0GO 校

で昭和 54 年 5 月現在） i ．在籍生徒数合計 120 万人に近 い 。 そ して表 5 に見るよ．うに 、 最近特

に し 自動車 、 簿記 、 珠算 、 栄養 、 家庭 、
タイ プ 、 美術 などの 学校がふ え て い るが 、 数で は 、 日常

生活 と職業生活 に直接役立 つ 種類 の学校の 多い こ とがわ かる 。 そ して これ か ら送 り出され る修了

者 は s 栄養士 、 美容 師、
自動車運転手 など国 家試験に よる資格認定を必要とする 職種に属する も

の が 多 く、 ま た大学で 養 成され る専門技術者 と異 な り、 そ の 地位 の 低い い わ ゆる専門実務者の 多

い こ とが知 られ る。ま た表 4
’
に示す よ うに 、 各種学校の学習内容が 、 成人学校にくらべ て

一般教

養科 目が少 な ぐ、 反対に生活技術に 関す る もの が 圧 倒的に 多い の が 特色で ある 。 そ して 生産即 ち

職業技術va
・
関す る 科 目はあ ま り多 くな い け れ ども、

そ の 大部分寿資格認 定 に つ らな る も の で あ る

こ ともそ の 一特色で ある。 これ は 中小企業一
般が、 す ぐに 役に立つ 実 務者を要求する傾 向 に 合致

す る げれ ど も、 こ の要求 に こたえて 、
で きる だけ短期間に で きるだけ多 くの く数を送 り出す必腰

か ら、 各種学校が しだい に マ ス ・プ ロ 的教育機関と して乱 立する傾向は、 警戒を要する もの で あ

る 。 こ の よ うな各種学校の もっ 種 々 の 問題点には 、 この際十分に再検討を加える必要があろ う。

殊にそれ が各施設相互間め連絡 の ない まま に 、 無秩序に乱 立す る傾向を排 し、 真に有効 な機関 と

す るた め に も、 こ れ を統一的に組織化する 必要が ある と思われ る。 この 借置は、 今後中小企業の

一 4 一
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　　　　　体質改善をはかる意味に澄 い て も、 重要   もの
；Cはなか ろ うか 。

「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　．　　　 次 に企業 内教 育の問 題に移る 。 そ の 中疸は い わゆ る従業 員教 育 で あっ て 、 、こ れ に は 大別して s

　　 ，　 ．Cl）行政機関が行 うもの 、
・  民間 団体が行 うもの 、 及び  企業 自体が行 うものが ある 。

・こ の うち、

　　　　　行政機 閣に よる もの や 、 、商工 会議所 k ど の 民 間団体が行 う もの は 、 総 じて 中堅以上 の い わ ゆ る幹

　　　　　部教 育に眼 られ る 傾 向が 強い
。 そ して経営や技術の 指 導の 行わ れ る こ ともあるが 、 ．多 くは労働 者

　　　　　や 下級者に対する心がまえな どを説 ぐう ちに 、 い わ ゆる幹部意識を う．え づ す 賦うとす る た て まえ
　　　　　 の もの で ある 。 これ らに対 して 、 企業自体がその従業員 を対象に行 う教 育 は、 その 大部分が社 内

．
、 　

の 轢 に よつ て 行肋 粧 楓 「鞴 者 」とい う塀 む しろ
亠

方触 「訓鯏
．
と呼ぶ 降 さ

　＼ 　 ， わ しい もの が多い 。 そ して い わゆ る「店員教 育 」に見 られ る よ うに 、
・学習 者 の 側か らする 自発的

　　　　　な学習であ るよ りもi 業主か らの強制で あ るか ・ または単 なる レ ク リエ ー．シ ョ シ に訟 わる場命が

　　　　　レば しば見 られ る 。 しか しなが 6，従業員教 育声真に客観的に も有劾な実績をあげる tcめに は、

　　　　　経営者側 の 好み に よる無計画 な仕方 に よ る もの で は 毒く．
、 従業員 自 らの 自癸的意思 に基づ い て 、．、

　　　　　公的 な教育機関を と診 し．て 、 明確 に 組 まれた ス ケ ジ ユ ー
ル に もとず い て 実施される も

’
e）で なけ れ

　　　　　 ば な らな い で あ ろ う。

．

　　　　
’ 3・．麟 構墫の 変動 と騨

・農民教 育 　 　 　 、　 　
”

　　　　　　い わゆる高成長 下 vaある 日 本鰈 は課 た して 「鰈 髄 改善の ため の い 鞠 碑 紺 が ・ 従

　　　　　来よ．り進み t・ 農業部門の なかに 転 そ れに対応 した動きが萌芽的に示さ九る よ うに なρた 」り

　　　　　と見て よい で あ ろ 9Q・
。 雎業構 造改善の重大要件が 、 経営 規模の拡大 と労働生産性の 上昇 とにあ

　　　　　．る ご とは 、 誰 も果論 の な い とこ ろ で あろ うg しか しこの ことが 、 農業労働力 の 流 出 に 毒つ て のみ

　　，　　 達せ られ る、とする 考え方 に は 、 種 々 検討すべ き問題が含まれ て い る 。 　
t／．

　　　　　　fz
．
しかに 、 農家入 q の 他産業へ ¢）流出は近年殊 に い ちぢる レぐ，

・
そ れ は表 5 に もあらわ乱て い

ヒ

　　　　　る。 即 ちこ こ には 少な ぐども二 つ の 注目すべ き傾向が 見 られ る
。

一
つ はい わ ゆ る在宅の 通勤者が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

　　　　　大 巾に増 大 して い る ご とで あ り、
い ま一

つ は特に流出耆の 多い 層が年 令 20 オ以 上◎青年層、 寥

　　　　　族内地位で tilあとと りに み られ る ことで ある 。 こ れ は特 に工 業都市近郊の 農村に著 しら傾向で v

　　　　　嘗れ が LGわゆ・る 農業か ら都市 へ の 「地 すべ り的移動 」の 現 象そある 。 そ して 注 目すべ きととは 、

　　　　　この よ うな移動 の 起 こ る原 因瓜 あ ぐ壊でも農村の 側に ある もの で
、 即 ちi 農業所得の低さや農

　　　　　 村 自体 の貧困に あるとい う
』
こ とで あ る 。 　　　 ．　　　　　　　　　

凾

　　　　　　更に こ の よ うな農業労働 力 の 大 巾な流出は
 

兼業單家の 増大をもた らす結果 ともなっ て いる 。

　　　　　そ れ は表 6 に示す よ うに 、 最近 5年閥 に兼業農家、 そ 九も畿藁を従 と し兼 業を主 とする 農家セ、

．　 攤 規 鰍 しμ 5 町糒 の も の 猷 藤 ふえてい る ・ そ して そ の 鳳 ．轂 農卿 ：

煙 倣 少

　　　　　して 矯るけ れ ども、農搴全 戸数 は きわ め て わずか しか 減少 して 左い ポ こ の よ うに零細兼業農家が

　　　　　翻 （増対 る鳳 全鏃 教  ずか し鹹 少 し鯉 い う傾 触 雕 化する の で 願 ゆ
　　　　　 と思 わ れ る 。 な ぜ な らば 、

・農地改 革後 、 農地はそ め所有や 転 用に種 々 の 制限が加え られ て 知 ウ、

　　　　　ま た強吟耕作権 の 擁護規定為どがあっ て ， 売れ ば木きな収入｝
：ft’｝られ るけれ ど も、 そ れ 自体とし

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝一　5−一

N 工工
一Eleotronio 　Libtary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

て は収益砂 な く、 しか 膿 地とし・ 睡 ぱ殆ん ど うばわ れ る 胴 じよ う妹 件・紬 かれ
魯

る

ので あ る
。 そ の た め 、 た とえ世幣主が他に転業 して も、 農地 を農地 として 持 ちつ づりる 限 り・ 家

族の誰か が これ を耕作 しなければな らない か ちで ある
。 そ の 結 果農業は老人や 女子 の 労働に しわ

よせ され る ことになるの で ある 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
『

　こ の よ うに して 農村労 働力の 流 出は 、 決 して その まま 経 営規模の 拡大につ な が る もの で は な ぐ

敵 軸 兼業農家 の増大 も 、 それ が臟 イ匕べ の 近道で 購 く・ か えつ て ・ 長靴 し課 積化 L ・

これ が 専 業農家の 間に介 在 して 、経営の 近代化をお く らせ る 原因ともな る こ とが 憂慮され る の で

ある 。 こ れ に加 え て 、 高成長に ともな う雇 用労賃の上昇 は 、

一
面農家の 雇用労働者 の 減少ない し

．

不足を招く結果とな り、こ の 点か らも大農経営はそ の 成立の基盤を失 うの で ある 。

　しかしな が ら、 日 本農業の 体質改善をは麿ろ うとする とき・ そ の問題解決 の契機 とk る の は ・

鋤 、 やは 膿 鋤 ・ の惟 業へ の 流 雌 孛まか 妨 ない ・ た
’
じ
．
・ の場餅 二 次 汁゚欺 麟 の

雇用政策が 、 低佞金 E 低 コ ス トの い わゆ る帰農政策で あつ て は な らず、 そ れ は農民 の 立場に立 つ

｛社会保障を中心 に 訟 い た、 真の完全 雇用政策で なけれ ばな らな い
。 この よ うに し て 、 体質改善

の た め の方策は 、 あ くま で も農村 ・ 農民 の 側か ら行 われ る もの で な げ れ ば な ら左い 。 今後 の 農民

教育 も 、．、ζの よ う・な 基盤の 上 に きつか れ る 必要が あ 凱 そめ主 なね らい は、 自営農民 の 育成 とい

う方向 に向けられ なければ な らない の で ある。

　と ころ で 現在 の 農村 ・ 農罠教 育は 、 果た して そ の ような 方向をとうもの であ ろ うカb 行政当 局

が主導 して 、 農村の 次三 男を 対象に 実 施し て きた教育活動に 、 二 三 の もの が あ る。

一
つ は い わゆ

ち開発青年隊と名5け られ て お り、 これ は建設 省が
一

般士木事業に従事 し よ うとす る もの を対 象

に行 うも の で 、 直接農村振興を目指すも の で は ない
。 また農林省が主宰する もの に 、 農村建設青

年隊が ある 。
こ れ は農村の 次三男が、 自治組織 で 生潅の 開発 な どの 公共事業に参加 し、 科学技術 、

農業技術 、 社会科孝 、 そめ他
一般教養を 身に つけ、 就業 の 機会をつ くる もQ であ る。 そ して 一年

os 動が終る と論 郵 よつ て 自作戯 し七鱒 が儡 Eされ ・ 躯 つ けた技術va よつ て 他 の 職va

転
・
じ乙こ と も で き る。 更に補助金に よっ 七区町村が実施する もの に ・ 農村青年建設班 が 汐 て ・

これ は農業技術 め改善や i 機 械化 x 共同化 、 生活改良 など〜 自分の 町 や 村 の 問題 に正面 か ら取 り

組ん 建活動を行 うと こ ろ に意義が ある。 しか し期間は 2，5 ケ 月め短 期間 にす ぎな い 。 そ の 他青年

。婦 人 の 自主活動 を促 進する ね らい をもつ

t
， 青年研修所の 施設 もあるげ れ ども、

これ らのす べ て

を通 じて 問題とな る点は 、
終 了者 の 轄来の 方 向づけが 必 らず しも明確で ない こ とで ある 。 そ の 他

農事研修な どの 農業改良事業が あ り、 ま た 舞協 に よる 婦人部 の 活動もあ る が 、 い ずれ も十分 な効 ，

集を あげて い るとは い い 難 ぐ、 真に 自主 的な 農民 の 育成 とい う目標には遠 い の で ある 。

．
しか しな

が ら、 躰 鰈 の将来の ため 1娠 齦 數育の あ り餓 が 、 嬲 を ゆ 燗 に勧 せ的 雄 擺

脱して
、

なが い 将来の 見と於 しの もとに再編成せ られ なけ れ ば な らな い の であろ う6
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表 1 　 規 模 別 に み た 学 卒 就 職 状 況

＼

産 業 規 模

　全 産 業 計

5　fi　O　A ．LJ上

100 人 〜 499 人

f5 人 〜 　99 人

14 人 以 下

’
金 属 機 械 ・

実 数 （千入）
」 「

〒

｝

人

616 （438 ）

1 餌 （ア0）

129 （ 89 ）

5

…
…
i
！

688161189

211 （144 ）

175 （135 ）

156 （122 ）
’

688 　（411 ）

161 （ 97）

189 （10
・9）

220 （125 ）

118 （80 ）

207 （144 ）

，構 　　　成　　　　上匕　（　％　）

了0α0   α G）
、叫 9（100 ・O）

16．4 （　16．0）　1　25 ．4　（25，6）

・e．6（・α 3）12・5 （26．6），

34 ・5 （32 ・8）　 5 ゑG （3・q．5）
28．4 （209 ）　 、ア1 （19．5）

『

25・5 （2Z8 ）　 3P
，
1 （55・0）

篤

労働省 、 職業安定業務統計

中学 。高校卒計 、 た マ し （ ，）内は 中学卒 の み 。

表 2 　 親 工 場 と 下 請工 場 と の 延 労 働 時 間 数 の 増 加 率 比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50 年度上期 磊 、、OD ）

工 、作 機 械

産 業 機 械

重 　　電 　 機

x ・碗 ：‡
・ 1

　　　　　　！，2 亘
自 動

「，5 下
i

， 動 。 i32日
部 　 品 i35摂

　　　　総 労働 1
　　　　時 間 数 1
　　　   ＝ B 王 ci
　 　 　 　 　 　 　 　 r

・囓
　

蕭 下
　 　 　 　 　 　 　 　 1
55 下 　 　 196 ｛

32・E 　 15 ・A
35 下 　　　 226 　1
　 　 　 　 　 　 　 　 1

32 上 　　 1741

　　　　　　　　ヌ
35 下 　 　 　 241 　 ；

　　　　　　　
『
1

　 　 　 　 　 20 ア　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　 3gol
　　　　　　　　〜
　　　　　 156 　 E

　 　 　 　 　 262 　 1
　 　 　 　 　 　　 　 t
　 　 　 　 　 1611

　　　　　281 　 i
　 　 　 　 　 　 　 　 E

親

計

1111148190191551

　 　 工

1

12 》 1
創
211

15
刊

19519335615

ア

205134202

劉響
102129112174

層

1381841

ア6299

201146254

覊
一

外
場

労

言

の

俄

注
合

働
（

　、「

…

⇒
計
4
ー

701

2842964892924

ア5275648188

．525

1

2191

45B

経済 企 画庁 「機械工業 の下請依存慶 に関す る 調 査 」か ら集計

層
した も の （昭 和 36 年度 経済白書 P．401）
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表 3　 各 種 学 校 に お 、け る 種 別 校 数 比 較 ．

種

　

　

動

評

　

　
看

諺

　
浮

の

　

　

　

　

記

　

　

　

　

　

・

　

　

　

物

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

普

農

工

自

商

簿

和

家

栄

保

宗

産

鍼

理

タ

語

美

音

編

そ

　 　 」

別 1　 校 数

1 昭 25 i　 昭 5 ・

通 ； 1661 　　　　 285
歪

　 「
業 26i 　　 　 29

業 窪19 109

動　　 車 25 106

業 21 85

， 珠　 算 187 85 ア

婆 ・ 　 護 　 i

裁

庭

養

育

教

婦

灸

容

ト

学

術

楽

芸

他

3，025

　 75

　 22

　 12

　 28157

　 　 9

　 37

　 56125

　 10

　 25

　 　 〔】
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＿＿一 ＿ 一

　 生活科学調査 会編 、 日本 の 成人教 育 、　　 1961 年 P ．2 ア

表 4 　 成 人 学 校 と各 種 学 校 と の 学 習 内 容 の 比 較 （％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 d

成 人 鞦 い・1

各 種 学 校 i　 6．・1
　 　 一

i− 一 摩珂麺壁塗＝三
．29，4

ア0。9

1Z9

21 ．5

6．4

15

6．4

04

1DO

10D

生 活科 学調査会覊、 日本 の 成 人 教 育 、
1961 年　P ．50
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　 註　1）昭和 56 年度経済白書才 1 部総説

　　　　2 ）労齲 書一 殉 轍 、 ．珂 η ・ オ 1 − 5 成 従業上碗 位臘 羯 の 推移
b

　　　　3 ）最近 （昭和 ろ、6年 6 月 21 日）中央職業訓 練審議会に よっ て 、 中年層離職者に対する職

　　　　　 業訓鰊 の実施に関する答申が出さ れ た 。

　　　　・）顱 公齢 難 り増加は ・
5
．．
・年以降 ・ ・ 年 1

耳ま で
・ 鯨 で 16 敵 の ぼ り・

．
本年

　　　　　．度 の 公開予定会社は ． 東西 あわ せ て 150 社を下 らな い と推測され て い る。　　　　　　
’

・　　　　　 中村秀一
郎 「最近に お け る中小 企業の構璋変 化 」

　　　　　 都市問題　 1961 年 9 月号 　 P ．16

　　　　5 ）「中規模企業の 成長 とそ の資本調 達 」

　　　　　 経済企画庁
、

．
経済 月報 、

1961 年 5 月号

　　　　6 ）昭和 516年度経済白書、オ 5 部 皿 ， 2 ， 「消費財産 で の翫しい 変化 」P ．406 〜416

　　　　ア）昭和 56 年度経済白書 ， 才 3 部皿 ， 5 ， 「高度成長下 の 農業 」P ・417

千 葉 県 長 期 教 育 計 画

東京都立教育研究所 伊 藤 和 衛

r 　これ まで の 経過

　千葉県は従来 1’一一次産業を主体 と した貧困県で あつ たが 、 京葉工業地帯の造成が緒につ き、 着

々 そ の 事業 が遂行 され るに つ き、 産業構造も漸時 高度化 し、 矛二 次産業 の 比率が 相対的に増加 し

て 迭だ』 こt，1　va伴 い 県民 所得 も次牙 に 高ま つ て きでい る 。 げれ ども、 国畏 所得と比較 して ま だま

だ低位に あ り、 今後ま すます強力な施策を必要 として い る 。
こ れが た めに 、 京葉工業地帯の 造成

をより一層 つ よく於 しすすめ る泌腰 か ら産業計画を軸に千 葉県総合開発計画 を樹立 し 、 そ れ に基

づい て 土地造成事業 の 円滑な実鳳 産業基盤 （港湾 ・ 道路 「鉄道 ・ 工業用水道等）の 整備 ℃ 県民

生活基盤 （住宅上下水道 ・ 文教施設 ・レ ク リエ
ーシ ヨ ン 施設 等）の 拡充、 産業構造 の高度化 を支

える技術水準の 向上、 人的能力の開発そ して 中小企業 の近代化 と生産性の 向上 を図つ て い こ うと

して い るわけ で あ る
。

これ がため、まず 1960 年度 に お い て 京葉臨 海工業地帯造成計画 （案）

を策定 した の である 力丶 19 ．61 年度に 入 りこ れ を千葉県の 長規産業計画にま で 拡充発展せ しめ

こ の 中に 長期教育計画を位置づけ よ うと して 、 こ の 4 月以来精力的 な計画策定 を続けて い る
。

　千葉県長 期教 育計 画 の 策定は本 年 4 月の 県教育庁内に孛務 課長 を主幹 とする委員会 によ りすす

められ て い るが
、

そ の 中核体は千葉 県教育研究所内 に 設け られ た臨時 教育調 査 室 （室畏 鱸副所

長 ． 主任　市原主査、 顧問 ．伊 藤和衛）で ある。

共 教育計画策定の た め の 共通理解

　←） 教育計画策定の 理論的背景 ．
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